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平成３０年７月３１日 

平
成
三
十
年
度
通
常
総
会
が
五
月
二
十

八
日
「
宮
城
木
材
文
化
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て

組
合
員
八
十
名
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
理
事
長
挨
拶
に
続
き
、
五
名
の
方
々
の

優
良
職
員
表
彰
が
行
わ
れ
、
来
賓
の
宮
城
県

農
林
水
産
部
小
杉
次
長
、
東
北
森
林
管
理
局

仙
台
森
林
管
理
署
河
田
総
括
森
林
整
備
官
、

全
国
木
材
組
合
連
合
会
佐
山
総
務
部
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
小
野
寺
副
理
事
長
を
議
長
に
選

出
し
、
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
関
係
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業
計
画
と
収

支
予
算
な
ど
の
議
案
を
審
査
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
平

成
三
十
年
度
宮
城
県
木
材
産
業
政
治
連
盟

の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
同
様
に
可
決
承

認
さ
れ
、
千
葉
副
理
事
長
か
ら
の
閉
会
挨
拶

で
終
了
し
ま
し
た
。 

県
木
協 

佐
藤
理
事
長
挨
拶
要
旨 

「
最
近
の
木
材
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は

大
き
く
動
い
て
お
り
ま
す
。
国
に
お
い
て
は 

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
組
合
と
し
ま
し

て
も
組
合
員
、
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
支
援

ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
増
大
す
る
素
材
需

要
や
新
た
な
木
材
利
用
拡
大
な
ど
の
今
後

の
課
題
に
向
け
て
関
係
団
体
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
」 

 

事
業
報
告
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
、

二
十
九
年
度
の
素
材
生
産
量
が
約
五
十
八

万
立
方
㍍
と
東
日
本
大
震
災
前
の
ピ
ー
ク

に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
。
優
良
み
や
ぎ
材

四
千
七
十
六
立
方
㍍
の
認
証
と
五
百
五
件

の
県
産
材
証
明
を
行
い
、
被
災
者
二
百
四

十
四
棟
を
含
む
五
百
四
十
五
棟
の
県
産
材

利
用
エ
コ
住
宅
普
及
促
進
事
業
住
宅
が
建

設
さ
れ
た
こ
と
。
合
法
木
材
等
供
給
事
業

者
認
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十

九
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
法
の
普
及
広
報
に
努
め
た
こ
と
。
Ｊ
Ａ

Ｓ
事
業
で
は
人
工
乾
燥
処
理
構
造
用
製
材

で
一
社
新
規
認
定
が
あ
っ
た
こ
と
。
教
育

情
報
事
業
で
は
木
材
関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
や

現
地
研
修
を
充
実
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
に
つ
い
て
は
リ
ー

ス
事
業
な
ど
の
収
益
に
よ
り
良
好
で
、
財

務
体
質
も
か
な
り
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 
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私
た
ち
林
業
木
材
産
業
界 

の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま 

し
た
、
森
林
環
境
税
の
導 

入
が
決
ま
り
、
さ
ら
に
、 

民
有
林
の
集
約
を
促
進
す 

る
、
森
林
管
理
経
営
法
が 

可
決
さ
れ
、
来
年
度
か
ら 

の
市
町
村
事
業
に
大
い
に 

注
目
す
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

県
に
お
い
て
は
「
み
や
ぎ
森
と
緑
の
県
民
条
例
」

が
制
定
さ
れ
、
今
年
度
か
ら
「
新
み
や
ぎ
森
林
・

林
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
木
材

需
要
創
出
な
ど
具
体
の
施
策
展
開
に
、
こ
れ
も
大

い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
当
組
合
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
今
ま
で
復
興
住
宅
へ
の
資
材
の
安
定

供
給
を
第
一
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
こ

れ
か
ら
は
、
国
県
の
あ
と
押
し
を
受
け
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
で
の
木
材
利
用
拡
大
と
供
給
体
制
整
備
に

よ
り
一
層
力
を
い
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
取
組

を
進
め
る
上
で
の
重
要
な
カ
ギ
の
一
つ
は
人
材
の

育
成
・
確
保
に
あ
り
ま
す
。
当
組
合
で
も
緑
の
雇

用
事
業
や
林
災
防
事
業
を
通
じ
て
の
新
規
就
業
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
木
材
関
連
の

研
修
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

五
名
の
皆
様
、
優
良
職
員
と
し
て
の
栄
え
の
受
賞

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
益
々
の 

県
木
協
総
会
開
催 

―
震
災
復
興
か
ら 

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
転
換
期
― 
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東北大学ＣＬＴモデル施設（外観，内観） 

今
年
度
の
事
業
方
針
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
復

興
住
宅
な
ど
の
建
築
需
要
に
応
え
る
た
め
「
東
日
本

大
震
災
の
復
興
資
材
・
県
産
材
の
安
定
供
給
」「
地
域

材
・
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
木
材
利
用
の
推
進
と
木
材
産
業
の
活

性
化
」
に
向
け
た
事
業
展
開
を
図
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。 

事
業
展
開
の
重
点
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
優
良
み
や
ぎ
材
な
ど
産
地
、
品
質
の
明
確
な
県
産

材
の
生
産
供
給
体
制
の
整
備 

②
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
工
場
の
認
定
拡
大 

③
人
工
乾
燥
材
の
生
産
拡
大 

④
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
利
用
拡
大
事
業
等
に
よ
る
地
域
材

利
用
の
促
進 

⑤
地
域
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅
の
建
設
促
進 

⑥
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
促
進 

⑦
合
法
木
材
供
給
の
推
進 

な
ど
。 

今
年
は
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
の
発
展
期
初
年
度
、

「
新
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
始
ま

り
と
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
新
た
な
気
持
ち
で

組
合
員
皆
様
の
組
合
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

県
木
協
総
会
の
前
、
み
や
ぎ
材
利
用
セ
ン
タ
ー
も
総

会
が
開
催
さ
れ
平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
、
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
佐
藤
豊
彦

会
長
が
再
任
さ
れ
る
な
ど
別
表
の
と
お
り
で
す
。 

 

総
会
で
は
二
十
九
年
度
は
住
宅
再
建
の
ピ
ー
ク
が

過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
優
良
み
や
ぎ
材
認
証
と
県
産
材

証
明
は
前
年
度
よ
り
減
少
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

三
十
年
度
も
減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
復

興
需
要
は
あ
り
、
優
良
み
や
ぎ
材
の
普
及
に
丁
寧
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
み
や
ぎ
材
利
用

セ
ン
タ
ー
も
設
立
以
来
十
年
以
上
経
過
し
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ

等
の
新
た
な
製
品
の
開
発
や
県
、
国
の
環
境
税
の
導

入
な
ど
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、

セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
あ
り
方
検
討
会
を
開
催
し
ま
す
。 

県
で
は
、
今
年
度
の
木
材
関
係
予
算
に
約
七
億
円

を
措
置
し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
、「
県
産

木
材
の
需
要
創
出
と
シ
ェ
ア
拡
大
」
に
重
点
を
置
い

た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

▼
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
普
及
に
向
け
て 

 

新
た
な
木
材
需
要
創
出
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
・
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
具
体
的
に

は
、「
オ
ー
ル
み
や
ぎ
」
の
技
術
者
に
よ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建

築
の
普
及
を
図
る
た
め
、
木
材
調
達
か
ら
設
計
・
施
工

ま
で
の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「
宮
城

県
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推
進
協
議
会
」
の
活
動
支
援
や
、
県

産
材
を
使
用
し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
モ
デ
ル
施
設
の
建
設
費
を

助
成
し
ま
す
。 

         

役職名 氏   名 所  属 摘要 

会 長 佐藤 豊彦 県木協 再任 

副会長 齋藤 司 県森連 同 

副会長 村井 八郎 県森林整備協 同 

理 事 亀山 征弘 宮城十條林産㈱ 同 

理 事 守屋 長光 ㈱仙台木材市場 同 

理 事 及川勝一郎 ヤマモト木材㈲ 同 

専務理事 佐藤 好昭 県木協専務 同 

監 事 木村 良男 ㈱ホーム建材 同 

監 事 髙橋 平克 ㈱津山小径木 前理事 

平
成
三
十
年
度
木
材
関
係
予
算
の
概
要 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
林
業
振
興
課 

み
や
ぎ
材
利
用
セ
ン
タ
ー
総
会
開
催 
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○ 

新
た
な
木
材
利
用
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業 

（
予
算
額
：
二
千
三
百
七
十
万
円
） 

○ 

県
産
材
・
木
の
ビ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

（
予
算
額
：
一
億
円
） 

▼
多
様
な
製
品
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
木
材
加
工
施
設

整
備
を
支
援 

 

非
住
宅
分
野
に
お
け
る
木
造
建
築
を
普
及
し
、
県

産
木
材
需
要
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
製
品
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
に
対
応
し
た
プ
レ

カ
ッ
ト
加
工
や
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
製
造
、
木
材
乾
燥
な
ど
に
必

要
な
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。 

○
林
業
成
長
産
業
化
総
合
対
策
交
付
金
事
業 

（
予
算
額
：
二
億
一
千
八
百
万
円
の
内
） 

○
合
板･

製
材･

集
成
材
国
際
競
争
力
強
化
対
策
事
業

（
予
算
額
：
六
千
十
万
円
の
内
） 

▼
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
取
組
拡
大 

 

県
内
で
も
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
動
き
が
活
発

化
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
地
域
完
結
型
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
取
組
を
、
県
内
一
円
に
拡
大
す
る
た

め
、
中
小
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
施
設
導
入
に
対

す
る
助
成
や
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
施
設
設
置
者

の
安
定
的
な
木
質
燃
料
調
達
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ

り
、
持
続
的
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
推
進
と
、
地

域
の
計
画
的
な
森
林
整
備
促
進
、
林
地
残
材
の
有
効

活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

○ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
広
域
利
用
モ
デ
ル
形
成
事
業

（
予
算
額
：
三
千
二
百
五
十
万
円
） 

▼
県
産
材
利
用
を
積
極
普
及
・
Ｐ
Ｒ 

今
年
度
も
六
百
六
十
棟
分
の
予
算
を
確
保
し
、
県

産
材
使
用
住
宅
の
新
築
に
対
す
る
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
多
く
の
県
民
が
利
用
す
る
店
舗
や
駅
な
ど

に
お
い
て
県
産
木
材
を
使
用
し
た
内
外
装
の
木
質
化

や
、
木
製
品
導
入
の
補
助
を
行
う
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
の
民
間
団
体
が
行
う
「
木
育
」
活
動
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

○ 

県
産
材
利
用
エ
コ
住
宅
普
及
促
進
事
業 

（
予
算
額
：
三
億
四
千
三
百
万
円
） 

○ 
木
の
香
る
お
も
て
な
し
普
及
促
進
事
業 

（
予
算
額
：
一
千
百
万
円
） 

○ 

み
ん
な
で
広
げ
る
「
木
育
」
活
動
推
進
事
業 

 
 

（
予
算
額
：
百
三
十
六
万
五
千
円
） 

         
「
県
産
材
利
用
エ
コ
住
宅
普
及
促
進
事
業
」
は
、
県
産

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
家
づ
く
り
の
普
及
を
目

的
に
、
平
成
二
十
三
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
お
お
よ
そ
三
千
五
百
棟
の
県
産
材
木
造
住
宅

に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約

三
分
の
二
は
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
活
用
さ
れ
て
お

り
、
本
事
業
が
県
産
材
利
用
の
促
進
に
加
え
て
、
震
災

復
興
支
援
の
役
割
も
果
た
し
て
き
た
と
言
え
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
近
年
の
事
業
実
績
に
つ
い
て
御
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

▼
近
年
の
事
業
実
績
推
移 

 

平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
活
用
棟
数
は
、
五
百
四

十
五
棟
で
し
た
。
一
棟
当
た
り
の
木
材
使
用
量
は
平

均
二
十
四
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
う
ち
約
七
割
が

県
産
材
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
優
良
み
や
ぎ
材

の
使
用
量
は
過
去
最
高
の
約
四
千
立
方
メ
ー
ト
ル
に

の
ぼ
り
、
本
事
業
の
目
的
で
あ
る
一
般
住
宅
に
お
け

る
宮
城
県
産
材
利
用
の
普
及
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
と
言
え
ま
す
。 

▼
被
災
者
の
住
宅
再
建
に
貢
献 

次
の
グ
ラ
フ
は
、
過
去
七
年
間
の
事
業
実
績
と
一

般
及
び
被
災
者
の
活
用
内
訳
を
示
し
た
も
の
で
す
。 

野村モーターズ展示場 

ＪＲ仙台駅３階 新幹線改札内 

「
県
産
材
利
用
エ
コ
住
宅
普
及
促
進
事
業
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
林
業
振
興
課 
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多
く
の
被
災
者
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
，

本
事
業
を
活
用
し
累
計
で
二
千
二
百
棟
の
被
災
者
の

住
宅
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。 

 

              

▼
県
産
材
が
地
元
工
務
店
に
着
実
に
浸
透 

次
の
グ
ラ
フ
は
、
本
事
業
を
活
用
し
た
住
宅
を
建

築
し
た
工
務
店
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。
施

工
工
務
店
数
は
、
年
々
増
加
し
て
お
り
、
多
く
の
工
務

店
に
県
産
材
を
活
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

表
は
、
本
事
業
を
活
用
し
て
住
宅
を
建
築
し
た
施
工

業
者
の
数
を
、
施
工
件
数
別
に
示
し
た
も
の
で
す
。
施

工
件
数
が
五
件
以
下
の
業
者
が
全
体
の
九
割
を
占
め

て
お
り
、
中
小
工
務
店
等
の
方
々
に
も
本
事
業
が
定

着
し
、
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。 

今
年
度
も
、
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
建
築
を

予
定
し
て
い
る
施
主
に
対
し
て
、
上
限
五
十
万
円
の

補
助
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

本
事
業
の
Ｐ
Ｒ
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

                   

県
で
は
、
本
県
森
林
・
林
業
行
政
の
中
長
期
的
な
指

針
と
な
る
、
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

平
成
二
十
年
に
策
定
し
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
ほ
か
、
森
林
に
期
待
す
る
社
会
的

な
要
請
の
拡
大
な
ど
森
林
、
林
業
・
木
材
産
業
を
取
り

巻
く
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
本
県
の
森
林
・
林
業
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
早
期

に
提
示
し
、
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
と
森
林
の
整

備
・
保
全
に
関
す
る
施
策
の
強
化
を
図
る
た
め
、
今
年

四
月
に
平
成
三
十
年
度
を
始
期
と
す
る
十
年
間
の
新

た
な
指
針
と
し
て
「
新
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

◇ 

宮
城
の
森
林
、
林
業
・
木
材
産
業
が
目
指
す
姿 

 

次
の
図
の
中
心
に
あ
る
よ
う
に
、
木
を
植
え
て
、
木 

を
育
て
、
そ
し
て
木
を
使
う
循
環
型
の
森
林
、
林
業
・ 

木
材
産
業
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
上
の
環 

境
の
循
環
、
右
下
の
木
材
の
循
環
利
用
、
そ
し
て
左
下 

の
地
域
・
人
の
循
環
が
歯
車
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と 

か
み
合
っ
て
回
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
を
目
指
す
姿 

と
し
て
整
理
し
て
い
ま
す
。 

「
新
み
や
ぎ
森
林
・
林
業
の 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
城
県
林
業
振
興
課 

97 307 328 357 380 424 244

21

93
172

190
251

270

301

118

400

500
547

631

694

545

0

100

200

300

400

500

600

700

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

件
数

県産材利用エコ住宅普及促進事業の年度別申請件数

（平成30年3月末現在）

一般

被災者

118

400

500

547

631

694

545

43

137
185 199

233
264

209

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

700

750

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

件
数

本事業を活用した住宅を施工した工務店数の推移

申請件数

施工工務店数

施工件数  施工業者数 

１ 件

 

１１９社 （57％）  

２ 件 

 

３８社 （18％）  

３～５件 ３３社 （16％）  

６～ 10

 

１４社 （ 7％）  

11～ 20

 

２社 （ 1％）  

21 件

 

３社 （ 1％）  

合 計 ２ ０ ９ 社 

 平成 29 年度施工業者数 
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◇ 

ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策 

 

目
指
す
姿
を
実
現
す
る
た
め
に
４
つ
の
政
策
推
進

の
基
本
方
向
に
沿
っ
て
十
二
の
取
組
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用
や
Ｃ
Ｌ

Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
の
普
及
促
進
、
他
分
野
・
他
産
業

と
の
連
携
な
ど
、
新
し
い
技
術
の
導
入
や
取
組
を
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

◇ 

ビ
ジ
ョ
ン
進
捗
の
評
価
・
管
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

政
策
の
有
効
性
や
効
果
を
検
証
す
る
た
め
十
八
の 

目
標
指
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
こ
れ
ら
の 

指
標
を
基
に
毎
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗
状
況
を
評
価
し 

進
行
管
理
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
左
記
の
宮
城
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

         

 
 
 

／
／
／
地
域
か
ら
／
／
／             

 

「
大
崎
地
域
の
県
産
材
利
用
の
取
り
組
み
」 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所 

大
崎
地
域
の
森
林
面
積
は
、
約
八
万
五
千
㏊
で
圏

土
の
五
十
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
豊
富
な
森
林
資

源
を
有
し
、
平
成
二
十
八
年
次
の
民
有
林
素
材
生
産

量
の
推
定
値
は
、
針
葉
樹
が
約
十
万
二
千
立
方
㍍
、
広

葉
樹
が
一
万
二
千
立
方
㍍
で
合
わ
せ
て
合
計
約
十
一

万
五
千
立
方
㍍
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
次

の
圏
内
製
材
業
者
に
よ
る
年
間
素
材
消
費
量
は
約
二

万
立
方
㍍
で
、
そ
の
う
ち
約
一
万
六
千
立
方
㍍
が
県

産
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

近
年
は
地
域
材
を
大
量
に
消
費
す
る
新
鋭
の
製
材

工
場
が
稼
働
し
、
充
実
し
た
森
林
資
源
を
有
効
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
県
産
材
利
用

の
取
り
組
み
で
は
、
構
造
材
に
県
産
材
を
利
用
し
た

木
造
農
林
産
物
直
売
所
が
建
築
さ
れ
、
食
堂
に
木
製

テ
ー
ブ
ル
や
椅

子
等
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
公

共
施
設
で
は
市

立
図
書
館
の
新

設
時
に
内
装
を

木
質
化
し
、
本
棚

や
床
等
に
地
域

材
が
利
用
さ
れ

http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ringyo-sk/vision-top.html 

 

（主な目標指標） 

 

直売所 

梁が優良みやぎ材，管柱は県産材 
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ま
し
た
。
木
の
温
か
さ

や
調
湿
効
果
等
の
利
点

を
生
か
し
、
地
域
住
民

に
憩
い
の
場
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
安

定
的
な
素
材
生
産
・
供

給
体
制
を
構
築
し
、
高

度
な
加
工
を
施
し
た
上

で
製
品
を
安
定
的
に
供

給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

「
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
規
程
」（
災

防
規
程
）
の
変
更
が
平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
八
日

に
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
り
認
可
さ
れ
、
平
成
二
十
九

年
十
月
二
十
六
日
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
変
更
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

１
．
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
改
正
（
平
成
二
十
六
年
）

を
踏
ま
え
、
化
学
物
質
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
及
び
面
接
指
導
、
受
動
喫

煙
防
止
措
置
に
つ
い
て
規
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
十
七
年
十
二
月
）
を
盛
り

込
み
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業
の
安
全

対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。 

２
．
木
材
製
造
業
に
つ
い
て
、
構
成
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
第
一
節.

工
作
機
械
等
に
よ
る
危
険
防
止
を
新

設
し
、
改
正
安
衛
則
を
内
包
し
ま
し
た
。 

３
．
木
材
加
工
用
機
械
以
外
に
、
ド
ラ
ム
バ
ー
カ
、

チ
ッ
プ
製
造
機
械
に
よ
る
「
木
材
剥
皮
機
械
作
業
」

「
木
材
チ
ッ
プ
製
造
機
械
作
業
」
に
関
す
る
安
全
対

策
を
新
設
し
ま
し
た
。 

４
．「
木
製
品
製
造
作
業
」
を
新
た
に
章
立
て
す
る
と

と
も
に
、
近
年
の
業
種
の
変
化
と
製
造
機
械
の
多
様

化
に
着
目
し
、「
集
成
材
製
造
作
業
」「
プ
レ
カ
ッ
ト
材

製
造
作
業
」
「
合
板
製
造
作
業
」
を
新
設
し
ま
し
た
。 

５
．
死
亡
災
害
に
お
け
る
割
合
が
高
い
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
作
業
、
コ
ン
ベ
ア
作
業
、
非
定
常
作
業
を
新
設
し

ま
し
た
。 

こ
の
変
更
を
受
け
て
、
支
部
で
は
八
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
会
員
に
遵
守
指
導
会
を
開
催
す
る
予
定

に
し
て
い
ま
す
。
災
防
規
程
は
、
労
働
災
害
防
止
団
体

法
に
お
い
て
、「
会
員
は
災
防
規
程
を
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、

会
員
外
の
木
材
製
造
業
に
携
わ
る
皆
様
に
も
、
安
全

作
業
を
行
う
上
で
参
考
に
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
、
指
導
会
開
催
の
折
に
は
一
緒
に

御
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
で
す
。 

今
年
度
、
林
野
庁
で
非
住
宅
建
築
物
で
の
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
利
用
を
支
援
す
る
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
構
造
用
製
材
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械
等
級
区
分
）
と
２×

４
工
法
構
造
用
製
材
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
）
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ 

を
使
用
し
た
非
住
宅
物
件
に
、
製
材
は
百
万
円
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
は
千
五
百
万
円
を
上
限
に
補
助
が
あ
り
ま
す
。 

今
年
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に
上
棟
す
る
物
件
の
申

請
を
十
月
末
日
ま
で
行
う
こ
と
が
条
件
で
す
。 

事
業
の
対
象
と
な
る
物
件
は
、
未
着
工
の
店
舗
や

飲
食
店
、
事
務
所
、
倉
庫
、
工
場
、
畜
舎
等
の
非
住
宅

で
、
住
宅
を
兼
ね
る
場
合
は
住
宅
部
分
に
使
用
し
た

Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
は
補
助
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。
使

用
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
は
国
産
材
で
も
外
国
産
材
で

も
対
象
と
な
り
ま
す
。 

補
助
上
限
は
構
造
用
製
材
を
使
っ
た
物
件
は
一
件

当
た
り
百
万
円
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
千
五
百
万
円
で
、
製
材
と

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
併
用
し
た
場
合
は
千
六
百
万
円
と
な
り
ま

す
。
補
助
額
の
算
出
は
、
構
造
用
製
材
は
延
べ
床
面
積

一
平
方
㍍
当
た
り
二
千
円
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
利
用
材
積
一

立
方
㍍
当
た
り
十
五
万
円
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

実
際
の
調
達
価
格
（
材
料
費
、
加
工
費
、
運
搬
費
含
）

と
比
較
し
て
低
い
方
の
額
が
補
助
さ
れ
ま
す
。 

災
防
規
程
の
変
更
に
つ
い
て 

―
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
や
製
材
関
連
― 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

林
災
防
宮
城
県
支
部 

 

食堂に導入されたテーブルと椅子 

非
住
宅
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
に
補
助 

 

製
材
百
万
円
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
千
五
百
万
円
ま
で 
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応
募
で
き
る
の
は
、
全
国
木
材
組
合
連
合
会
で
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
る
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
活
用
拡
大

宣
言
に
登
録
し
た
建
築
業
者
に
限
ら
れ
ま
す
。 

補
助
の
申
請
は
一
建
築
業
者
五
件
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
製
材
業
者
や
設
計
者
と
の
連
名
で
申

請
す
る
こ
と
で
別
事
業
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
申
請
件

数
を
増
や
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

補
助
申
請
は
物
件
の
所
在
す
る
県
木
協
に
提
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
県
内
で
は
既
に
数
社
が
活
用

宣
言
の
登
録
済
で
、
当
組
合
で
も
補
助
の
申
請
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
問
合
せ
や
申
請
は
組
合
ま

で
。
詳
し
く
は
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
利
用
拡
大
事
業
」
で

検
索
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

七
月
七
・
八
日
の
両
日
、
夢
メ
ッ

セ
み
や
ぎ
で
開
催
の
ナ
イ
ス
主
催 

「
木
と
住
ま
い
の
大
博
覧
会
」
に
当

組
合
と
「
宮
城
県
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
普
及
推

進
協
議
会
」
合
同
で
宮
城
県
ブ
ー
ス

と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。
組
合
と
し

て
は
こ
の
よ
う
な
出
展
は
初
め
て
で
し
た
が
、
宮
城

木
材
文
化
ホ
ー
ル
の
協
力
を
得
て
、
展
示
と
木
育
の

運
営
を
行
い
ま
し
た
。 

 

展
示
は
、
本
事
業
が
前
記

の
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
利
用
拡
大

事
業
の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
機
械
等

級
区
分
構
造
用
製
材
を
用
い

た
パ
ー
ゴ
ラ
を
設
置
し
、
構

造
駆
体
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に

表
現
す
る
立
方
体
を
配
置
し

ま
し
た
。 

 

木
育
は
、「
木
の
お
も
ち
ゃ
」
や
乗

り
物
で
自
由
に
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
を

作
る
親
子
木
工
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。 

 
来
場
者
に
は
非
常
に
好
評
で
、
パ

ー
ゴ
ラ
や
木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル

に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
す
る
人
や

木
工
で
は
順
番
待
ち
も
出
る
ほ
ど
、

二
日
間
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
部
門
に 

お
い
て
宮
城
県
ブ
ー
ス
は
金
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。 

 

十
月
に
開
催
さ
れ
る
「
み
や
ぎ
ま

る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
」
に
も
例
年

ど
お
り
出
展
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら

に
も
お
い
で
下
さ
い
。 

「
平
成
三
十
年
度
優
良
職
員
表
彰
」 

 

永
年
に
わ
た
り
組
合
員
事
業
体
の
職
員
と
し
て
業

務
遂
行
の
功
績
が
顕
著
で
、
他
の
模
範
と
な
る
次
の

五
名
の
方
々
が
、
通
常
総
会
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

宮
城
十
條
林
産
㈱ 

 
 

小
幡 

晃
久 

氏 

同 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木
伸
幸 

氏 

㈱
マ
ル
ウ
木
材
産
業 

 

髙
橋 

直
樹 

氏 

同 
 

 
 

 
 

 

髙
橋 

政
晴 

氏 

宮
城
県
木
材
協
同
組
合 

渋
谷 

良
子 

氏 

 

経
営
セ
ミ
ナ
ー
受
講
費
助
成 

昨
年
に
引
き
続
き
、
外
部
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
費
を

助
成
し
ま
す
。
左
記
に
よ
り
二
コ
ー
ス
予
定
し
て
お

り
、
主
催
者
は
ニ
ュ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

場
所
は
「
み
や
ぎ
婦
人
会
館
」（
仙
台
市
）
で
す
。 

 

 

費
用
は
一
人
、
一
万
二
千
円
で
す
が
組
合
か
ら

一
万
円
を
助
成
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
組
合
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
詳
細
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

一
「
経
営
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
」 

対
象
者 

経
営
者
、
後
継
者
、
経
営
幹
部 

日 

時 

十
一
月
七
日
（
水
）
九
時
か
ら
十
六
時 

 

二
「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」 

対
象
者 

若
手
リ
ー
ダ
ー
、
中
堅
社
員 

日 

時 

十
二
月
五
日
（
水
）
九
時
か
ら
十
六
時 

金 

賞 

受 

賞 

「
木
と
住
ま
い
の
大
博
覧
会
」
宮
城
県
ブ
ー
ス 
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昨年度の最優秀賞 

 
 

 

木
造
住
宅
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集 

 
今
年
で
二
十
回

の
節
目
と
な
る
県

木
協
主
催
「
み
や
ぎ

木
造
住
宅
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
昨
年
一
月

か
ら
今
年
九
月
ま

で
に
完
成
す
る
住

宅
を
県
内
一
円
か

ら
募
集
し
ま
す
。
募

集
期
間
は
九
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。
関
係
者
の
奮
っ

て
の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
組
合
ま
で
。 

 

今
回
、
独
立
行
政
法
人
農
林
漁
業
信
用
基
金
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
今
ま
で
、
制
度
上
で
き
な
か
っ
た

出
資
持
分
の
払
戻
し
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
対
象

者
は
林
業
保
証
の
利
用
が
終
了
し
、
今
後
、
利
用
す
る

予
定
の
な
い
方
、
ま
た
は
林
業
信
用
保
証
を
利
用
し

て
い
る
方
の
う
ち
、
出
資
持
分
の
総
額
と
保
証
利
用

に
必
要
な
額
と
の
間
に
余
裕
が
あ
り
、
今
後
増
額
の

予
定
の
な
い
方
、
で
あ
っ
て
払
戻
し
を
希
望
す
る
方
。

払
戻
し
可
能
額
の
上
限
は
信
用
保
証
を
利
用
し
て
い

な
い
方
は
全
額
、
利
用
し
て
い
る
方
は
保
証
に
必
要

な
出
資
持
分
を
除
い
た
額
ま
で
。 

 
払
戻
し
請
求
に
必
要
な
書
類
等
お
問
合
せ
は
「
独

立
行
政
法
人 

農
林
漁
業
信
用
基
金 

林
業
管
理
室
」

ま
で 

電
話
０
３
―
３
２
９
４
―
５
５
８
２
・
５
５

８
３
・
土
日
祝
日
休
・
十
時
か
ら
十
六
時 

 

メ
ー
ル

k
ik

in
-rin

g
y
o
@

ja
ffic.g

o
.jp

 

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
届
に
つ
い
て 

 

民
有
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
森
林
所
有

者
等
は
伐
採
開
始
予
定
日
の
九
十
日
か
ら
三
十
日
前

ま
で
に
市
町
村
長
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
森
林
所
有

者
と
伐
採
者
が
異
な
る
場
合
は
両
者
の
連
名
で
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
主
伐
の
場
合
は
造
林
実
施

後
に
森
林
所
有
者
が
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
に

係
る
森
林
の
状
況
報
告
書
」
も
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
立
木
購
入
や
伐
採
作
業
を
請
負
っ
て
、
伐
採

を
行
う
際
は
、
森
林
所
有
者
に
対
し
て
状
況
報
告
の

提
出
が
義
務
と
な
っ
て
い
る
旨
を
説
明
願
い
ま
す
。 

伐
採
届
は
、
当
組
合
が
行
っ
て
い
る
合
法
認
定
の
取

組
や
優
良
み
や
ぎ
材
認
証
の
「
始
め
の
一
歩
」
の
重
要

な
手
続
き
で
あ
り
、
適
切
に
処
理
願
い
ま
す
。 

新
組
合
員
の
紹
介 

㈱
片
倉
製
材
所 

（
涌
谷
町
） 

代
表
取
締
役
社
長 

片
倉 

喜
光 

様 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

  
 

 

組
合
へ
の
ご
寄
付
御
礼 

佐
藤
正
男
様
（
川
崎
町
）  

髙
橋
恵
子
様
（
仙
台
市
） 

加
川
義
弘
様
（
仙
台
市
）  

鈴
木
英
二
様
（
名
取
市
） 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
記
録
的
な

長
雨
で
し
た
が
、
今
年
は
四
十
一
度
一
分
と
日
本
記

録
更
新
の
高
温
で
す
。
さ
ら
に
は
、
逆
走
す
る
台
風

な
ど
、
異
常
が
日
常
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

異
常
気
象
や
自
然
災
害
は
、
も
は
や
日
本
中
ど
こ
で

も
避
け
ら
れ
な
い
現
状
に
天
を
仰
ぐ
ば
か
り
で
す

が
、
適
切
な
森
林
管
理
と
木
材
利
用
が
少
し
で
も
こ

れ
ら
の
緩
和
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
が
暑
さ
、
台
風
と
も
本
番
。
熱
中
症
に

気
を
つ
け
つ
つ
、
災
害
対
策
に
も
万
全
を
。
（
好
） 

    

 
 

 

全
国
大
会
の
ご
案
内 

◯
第
五
十
三
回 

全
国
木
材
産
業
振
興
大
会 

 
 

開
催
日
時 

 
 

十
月
十
八
日
（
木
）
十
三
時 

 
 

開
催
場
所 

 
 

広
島
市 

広
島
国
際
会
議
場 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

◯
第
五
十
五
回 

全
国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会 

 
 

開
催
日
時 

 
 

十
月
二
十
四
日
（
水
）
正
午 

 
 

開
催
場
所 
 
 

郡
山
市 

 
 

 
 

 
 
 

け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 

そ
の
他 

 

林
災
防
で
交
通
費
を
助
成
し
ま
す 

 

い
ず
れ
も
参
加
申
込
受
付
中
で
す
。
詳
細
は
県
木
協

ま
た
は
林
災
防
宮
城
県
支
部
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

 

林
業
信
用
保
証
に
係
る
出
資
持
分
の
払
戻
し 


